
第 6 学 年 算 数 科 学 習 指 導 案
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「7  変 わり方を調べよう」 (東京書籍 「新 しい算数」下 P2～ P12)

2 単 元について                    “

(1)教 材について

学習指導要領第 6学 年の目標 (4)「 比や比例の意味について理解 し,数 量の関係の考察
に関数の考えを用いることができるようにする。」を受け,そ の内容 (2)「 比例の意味に
ついて理解すること。また,簡 単な場合について,表 やグラフを用いてその特徴を調べるこ
とさ」が学習の中心 となる。

これまでに素地 としての比例の見方や考え方は,低 学年から学習 してきている。特に,乗
法の学習においては,比 例することを背景に立式 してきたことになる。このように低中学年
で学習 してきた乗法の場面は比例関係が前提となっているし,面 積や速さも,比 例 という言
葉 こそ使わないが,そ の比例関係にふれてきている。本単元では,今 まで比例 という言葉を
使用せずに4回々 に扱 ってきたものを,「 比例」という観点でまとめ直すことをねらいとして
い る。

本単元では,「 丁方の量 (□)の 値が2倍 , 3倍 ,… になると,そ れに伴ってもう一方の
量 (O)の 値 も2倍 ,3倍 ,… になるとき,① は□に比例する」ということで比例を定義す
る。その後,比 例関係にある○と□の表から,「 □が 1増 すと,① は定数増す」 「○は□の
定数倍になっている」 「□が 1/2, 1/3,… になると,Oも 1/2, 1/3,一 になる」な
どの性質を扱 っていく。伴 って変わる2量 を探 し出し,そ の2量 の変化の特徴を表から見つ
け,特 徴をグラフで表現するという,関 数の考えを伸ばしていく内容である。

5年 中学

⑤ 平行四辺形と三角形の面積

比例,反 比例 (式,グ ラフ)

関係を表す文字式

比の意味と表し方

比の相等関係とその利用

高さが一定の平行四辺形の

底辺と面積の関係の考察

① 円 周と円の面積

・変化する2つ の数量の対応

する数値間の関係の考察

・比例の意味とその特徴

。比例のグラフ

○=□ X3.14の式の意味と

関係の考察
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(2)児 童について

児童はこれまでに)割 合 (倍)の 概念については,乗 法の学習に並行 して,低 学年から考
え方の根底にあり, 2量 の関係の表現 として用いることを学習 してきている。さらに,「 単
位量あたりの大 きさ」や 「比」の学習では,異 種の2量 の考えを用いたり, 2量 の割合の表
し方を学習 したりしている。これらの学習をとおして,比 例の見方や考え方を

扱 ってきた。また,1関数的な考え方 も,円 の直径の長さと円周の長さの関係からどのように

変化するか調べ,比 例の変化のしかたにもすでにふれてきている。このように,比 例関係に

はふれてきてはいるが, 2量 の関係を明確にとらえたり, 2量 の割合を求めたりすることを

苦手としている児童 も多い。2量 の関係やその割合について,筋 道立てて考えたり,説 明し
たりすることは十分でないと思われる。
本単元にかかわる児童の知識 ・理解等の能力の実態は次のとおりである。(人数は正答人数)
・ 比 の意味や表 し方が分かっている。(28人)
・ 等 しい比の意味と表 し方が分かっている。(28人)
・ 時 速 と時間から道のりを求めることができる。(25人)
・ 直 径から円周を求めることができる。(24人)
。 時 速 と時間から道のりを求めたり,変 化の特徴をとらえたりすることができる。(27人)
,比 例の意味が分かる。 (未習)(13人 )
前提テス トの結果から,比 の意味や表 し方,等 しい比については,お おむね理解 している。

また,表 から変化の特徴をとらえることもほとんどの児童ができていた。しか し,比 例の意
味や,時 間と道のり,直 径と円周の長さなどの2量 の関係が比例とかかわりがあることなど
を意識 していない児童がほとんどであった。
算数科の学習において児童は,問 題解決に意欲的に取 り組み,粘 り強 く取 り組むことがで

きる。 しかし,解 決方法を筋道立てて説明したり,既 習事項をうまく活用 したりするするこ
とは十分とはいえない。また,個 人差が大きく,自 力解決時に個別指導を必要 とする児童が

数名いる。

(3)指 導に当たって

本単元ではまず,身 の回りの事象の中から伴って変化する具体的な2量 をとらえて,そ の

2量 の変化のしかたの特徴を簡単に考察 させる。その際,伴 って変わる2量 を見過ごしてし

まうこともあると考えられる。そこで,何 と何が伴 って変化するのかをはっきりと意識させ
るようにしたい。そのうえで,表 の考察をとおして比例する2量 の関係を調べる。水そうに

水を入れる時間と水の深さとの関係を,一 方が増えると他方 も増えるという変わり方 として

気づかせ,表 から水を入れる時間がn倍 (整数倍)に なれば,水 の深さもn倍 になることを
とらえさせ,表 の変わり方 と対比させて 「比例」の用語を導きたい。そして,比 例の性質を

具体的な事象に即 して表のうえから,児 童が見いだす活動を取 り入れ理解を深めさせたい。
そのうえで,比 例の特徴をグラフの考察をとお して理解させていきたい。
特にも,比 例の性質を表のうえから見いだす学習では,指 導計画の中で 「表を横に見たと

きの性質」 「表を縦に見たときの性質」をそれぞれ見つけだす時間を位置付け,□ とOに つ
いての倍関係をとらえる見方と,① ■回は商が一定にな、るという見方をさせたい。比例の性
質を表のうえから,さ まざまな見方を十分にさせることは,数 学的な考え方を身に付けるた
めに有効であると考えたためである。また,比 例する2量 の関係について多様な見方をする

経験を味わわせる機会とするとともに,比 例関係をy=a× x(aは 定数)と いう一般化 し
た式で表すことができるという考えにつなげる機会にしたいと考える。

3 単 元の目標
○ 比 例の関係について理解 し,比 例の関係を表から読み取 ったり,比 例のグラフの特徴を読み

取 ったりする能力を仲ばす。

[関心 ・意欲 ・態度]・ 比例の関係に着 目するよさに気づき, 日常生活の中で目的に応 じて,

[数学的な考え方 ]

[表現 ・処理 ]

[知識 ・理解 ]

伴 って変わる2量 の関係を調べようとする。
・ 伴 って変わる2量 の関係から,比 例の関係になるものを,根 拠を明
らかにして見いだす。

・ 比 例の関係を表やグラフに表 して,調 べることができる。
・ 比例の意味や性質,グ ラフの特徴を理解する。
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4 指 導 ・評価計画

小単元 時勤 評 価 規 準
(場面・方法)

判 断 基 準 C努 力を要すると判
断された児童への

支援A十 分満足できる B槻 ね満足できる

比

4夕」

１

　

　

・
　

　

　

２

【関】2量 の変わり方に

興味をもち,そ の

関係を調べようと
している。

瞭日】比例の意味を理解
している。

《行動観察,つぶやき,

学習シー ト》

身の回りから伴っ
て変わる2量 の関
係の中から,比 例
関係にあるものを
探そうとして,るヽ。
比例の意味,お よ
び関係を表す表の

特徴,共 通″点など
を理解 している。

身の回りから伴 っ
て変わる2量 の関
係に気づき,探 そ

うとしている。
比例の意味,お よ
び関係を表す表の

意味を理解 してい
る。

一方の量が変わると

もう一方の量がどう
なるかを考えさせ,
どう変化するのかを

言葉でまとめさせる。
比例の意味と関係を

表す表を対応させ,
2量 がどう変化 して
いるか考えさせる。

3

考】比例する2量 の関
係について,表 を

横にみる見方で調
べ,き まりについ

て考えている。

《発言,学 習シー ト》

伴 って変わる2量
の関係を,表 を横
に見て,い ろいろ
な値 どうしで調べ〕
きまりについて考
えている。

伴 って変わる2量
の関係を,表 を横
に見 る見方で,変
わり方のきまりに
ついて考えているc

表への矢印などの書
きこみの活動をとお
して,伴 って変わる

2量 の関係を考えさ
せ る。

４
　

本

時

〔考】比例する2量 の関
係について,表 を

縦に見る見方で調
べ,き まりについ

て考えている。

《発言,学 習シー ト》

伴 って変わる2量
の関係を,表 を縦
に見 る見方で,商
や積 という観点で

きまりについて考
えている。

伴って変わる2量
の関係を,表 を縦
に見る見方で,き
まりについて考え
ている。

表への矢印などの書
きこみの活動をとお
して,見 方を明確に
とらえさせ, きまり
について考えさせる(

5

【表】比例の関係を判定
したり,そ の性質
を用いたりして,
問題を解決するこ
とがで、きる。

《つおミやき, 発言 ,

学習シー ト》

問題場面を表に表
し, 比例かどうか

判断 し,比 例関係
の性質を用いて多
様な方法で問題を

解決することがで

きる。

問題場面を表に表
し, 比rllかどぅか

判断 し,比 例関係
の性質を用いて問
題を解決すること
ができる。

問題場面を表に表 し,
比例かどうか判断す
るために,比 例関係
の性質を振 り返 らせ

求めたい量はどうす
れば求められるか考
えさせる。

6

関】日常生活の中の伴
って変わる2つ の

数量の中から比例
関係にあるものを

探そうとする。

《行動観察,つぶやき,
学習シー ト》

日常生活の中の伴
って変わる2つ の

数量の中から比例
関係にあるものを

探そうとし,見 つ

けた事象が比例関
係にあるか確かめ
ようとしている。

日常生活の中の伴
って変わる2つ の

数量の事例が比例
関係にあるか調べ

ようとしている。

日常生活の中の伴 っ

て変わる2つ の数量
の事例が比例関係に

あるか調べるために

表を活用するように

助言 し,個 別指導を

図る。

7

表】比例の関係をグラ
フに表 し,考 察す
る事ができる。

《行動観察,つぶやき,
学習シー ト》

伴 って変わる2つ
の数量をグラフに

表 し, 表にある点
の値以外にも調べ

点 と点の間の数値
を読み取 ることが
できる。

・伴 って変わる2つ
の数量をグラフに

表 し, 表にある点
の値を正 しく読み

取 ることができるc

縦軸,横 軸が何の量
を表すかを明確にし
グラフに表 させると

ともに, 表にある″点
の値を確認 させる。
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5  本 時の指導について
(1)目 標

( 2 )筆紹雑告墜
質を理解する。     、

【考】 比例する2量 の関係について,表 を縦にみる見方で調べ,き まりについて考えてい
る。

(3)具 体的な手立て
比例関係にある2量 の関係について,① 十□の商が一定になること,□ ×定数=○ になるこ

とに気づかせるために,表 を縦に見て,そ の関係について考察を加える活動を取 り入れる。具
体的な数値や言葉で見いだした性質を記号を用いた式で表すことにより,そ の性質を一般化 し
たものとして理解 させる。

(4)展 開

段 階 学 習 活 動 `留意点   ※ 評価

つ
　

　

か

　

　

む

す る つ いて調 べ ま し ょ

1辺の長さ 「司(c切 ≡上 2 3 4 5 6

まわりの長さ O (c祝 4 8 1 2{ 2て

，ユ
に
　
い

のの

に つ い て

□とOの 変わ
認する。

り方のきまりについて確

につ いて

「道 の に

る関係 につ て調 べ ま し ょう

走る時間  □ (卿) 2 3 4 5 6

曲 道のう 0 (た鉦) 2t 4〔
ｒ
ｕ 8(

ｎ
ｕ 121

`表 を横に見る見方から見つけた性質をもと
に根拠を明らかにして比例関係を確かめさ
せる。

・表の見方を変えて比例関係にある2量 のき
まりを調べることを確認 し,課 題につなげ
た い 。

話

し

ハ

つ

考
　
え
　
る

3.課 題解決の見通 しを立 て,自 力解決 を

図 る。
(1)見通 しを立 て る。

る。
・□ と○が何倍になっているか調べる。
・○を回でわるといくつになるか調べる(
(2)自力解決を図る。

4.解 決結果について話 し合 う。
(1)考えを発表 し合 い,よ さを認め合 う。

・自分の考えを友達 に説明する。
(ペア学習⇒全体学習)

(7)○を□でわると,い つ も4に なる。
4■ 1=4
8‐ 2=4

12キ 3=4
0■ 回 =4

(イ)□を4倍 すると,い つも○になる。
1× 4= 4
2× 4= 8
3× 4=12
□ X4=○

(2)解決結果を集約する。
5.確 かめた解決結果を,類 題で確かめるc

o② について,① を□でわるといくつに
なるか,□ を何倍すると○になるか調
べる。

表の縦の変化に着 目しきまりを見つけてい
くことを,表 をもとに具体的に確認 し,見
通 しを立てていかせる。

具体的な数値の結果をもとに,記 号を用い
た表 し方を導き,数 値,言 葉,一 般化 した
式に,そ れぞれつながりを持たせる。
(ア),(イ)とも式の形は違 っても,共 通の問
係を表 していることに気づかせる。

②について,① キロをして商一定になるこ
とや何倍になるかを確認 し,比 例の性質に
触れさせる。

※比例する2量 の関係について,表 を縦 に
見 る見方で調べ,き まりについて考えて
いる。

◎商一定の関係,何 倍になっているかを
つけ,そ のきまりを書き表させる。

○表への矢印などの書き込みの活動をと
してきまりを考えさせ る。 (イ固別指導)

ま

と

め

る

6。 まとめる。 ・比例関係を表 した表を,横 や縦に見ること
よって,い ろいろな性質が見つけられたこ
とを確認する。

つ

ふ
七
ワ

7 .練 習をする。

8.学 習を振 り返 る。

・前時までに扱 った比例関係の場合について,
商一定や何倍になっているかの関係を確か
め させ る。
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■

２水を入れるギ間が2倍, 3倍,……になると,水の深

さは どの ように変わ りますか。

r    2イ 苦
一一ヽ

ぱ
水を入れる時間 □ (分) | 2 3 4 1 5 6

水の浜さ  ○ (cm) 4 8
つ
４ 1 6 1 2 0 24

一方の量(□)の値が2倍,3倍 ,・…・・になる

と,そ れにともなってもう一方の量(○)の停も

2倍, 3イ号,・……になるとき,「Oは □に比例す

る」といいます。

前のページの表の,本 の深 さが水を入れる時間に

比例する関係について, くわしく調べましょう。

下の表を見て,気 づいたことを話し合いましょう。

と, O t サ, き, " ・| 〔

拝 郵

赳

　
よヤ

ノ

―

卜
一
―

ど′]Ⅲ の 2つ の量は,

比4/1していますか。

(1)正方形の 14の 長さと

水を入れる時間 □(分) | 2 3 4 5 6

水の浜さ  、 ○(cTIL)4 Ω
０ 12 1 6 20 24

□が1ずつ増えると,① l手4ずつ増える。

水を入れる時間□(分)| | 1213 4 1 o 1 6

水の深 ど  ① (c配) 4 1 8 1 1 2 1 6 1 2 0 1 2 4 1

・`と予
' まことさんの考え

○|よいつも国の4倍 に可っている。

水を入れる時間□(分)||12

水の深ご  ○ (c冊)14

1 4 1 4 i 4 1 4

□

勤 りの長 さ

1望 の長 さ   (cm) | 1 2 1 3 4 516

まわ りの長 さ  (c771)i4

1空 の長 さ  ( c T 7 L ) | |

面積      (cぱ )l l

射
「

3 1 4 ６‐
百

51

像)正方形の 1空の長 さと面積



ダ
・・

3  5ペ ージの1の商連で,水そうに40cTILまで水を

入れるとする と, イ可分間かか りますか。

↑をハれる音呼_甲(分)| | |?i31415161

本の沫ゴ   O lcm)14181121| 1 6 1 2 o 1 2 4 1
いろいろな求め方を考えてみましょう。

はり金の長 さが長 くなると,

重さも重 くな ります。

下の表は,は り金の長 さと

重 さを表 したものです。

は り金の長 さと重 さ

長さ □(TrL)1 2 1 4 1 6 1 8 11011覆

三ギやり| ! P I挽1 5 4 !確1鈍1魅
は り金の宣 さは, 長i さに比例 しますか。

このは り金 2 0 れの宣 さは何 ヮて
｀
すか。

平穐
身のまわりから,

よう。

レヒ4/1する 2つ の量をさがしてみ

て言=ン比例しているかどうか,
確かめてみよう。

④円の直径の長さと円周

の長 さ

○○○
円周

0 1個 5 0円のあめを買

う ときの個数 と代金

C,ど れもかけ車の式に

なるね。

②

―

ふ

―

―
′
　

　

９
一

500× 本数 =全 体の量

どれも,一 方の量が

決まれば,も う一方

の量も決まるね。

↓Iダ ま ことさんの考え

○!手回の4倍 にYっ てい

るめヽら・・・。

X毬:XGヨら|

1宅ご

4 0  c T L I手4c mの 10倍だ

②時速15kれで丈る自転

阜の,文 る時間と毛む

追のり

15X靖 問 =道 のリ 直各 X 3 . 1 4

1本 50 0  T l l芝の ジュー

スの本数と全体 の量



①弦著緑をよらマ鋏及W例 ②白彰導均地 通のダがたろ苛787L(レし
イ″Jする関イ各いっしヽイ乞同べましまう。

縫瑚`品
′

′ Z J 4 す る

幽競拘9rp抑 つ ごθ 肋 ′θθr:密化)

“
ｒ
ヽ

①【っしギ認べましう。

|あ殿(品
/ 2 5 4 す 6

鈴り張ぜ○
r町】、 4 8 12 r6 抑 Z

①いっいて転円べたことを理勤堪免ましょう。

②にっいイ0のよ)t専推夕ヽ均てみましごク。

一 十 一 一 ~

す

と
切

水を入れる時間 □ (分) | 2 3 4 5 6

水の深さ  ① (cm) 4 8 12 16 20 24
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に) 欲でをしましょう。

0水 のラ采ざ″ヾネを入れろ靖間にレし伊Jする小どうあハBのさまりを
イ文,て拷え7みす)o

宋を入れる鋒簡(本占 | 2 3 4 5 6

宋の繋さ ○ (c純) 5 10 15 20 25 30

も
をこ子を使て。  ol」 、

又昭酪喜素で。ホo採Jば・

② はり本のセさが最ぎ↓くLイ剣するがどうか ト々ロηきまりをイで,で
拷えてみゴ九

は り金の長 さと重 さ

長 さ 回 (7L) 2 4 6 8 1 0 12

ヨさiO(7) 18 36 54 72 90 108

鄭静謀亡 セざば、

☆〕|こ戦 してど卜卦うr  レ亀TP-1の濯1ィ徹てなるようにネtt拓成ぐてましごう。
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